
館山法人会報
  TATEYAMA　HO-JIN　KAIHOU　

法人会の「理念」
法人会は税のオピニオンリーダーとして
企業の発展を支援し　地域の振興に寄与し
国と社会の繁栄に貢献する
経営者の団体である

● 第48回定時総会、表彰　● 緊急経済対策における税制上の措置　
● 納税の猶予をご利用ください　● 館山税務懇話会例会　
● 館山税務署人事異動・署長挨拶ほか　● 優良申告法人表敬　
● 消費税法改正のお知らせ　● 理事会・委員会・部会の動き　
● 健康コーナー「朝、起き抜けに飲む一杯の水」
● 税に関する「絵はがきコンクール」

←法人税確定申告書提出の会員の方は、このシール
を切り取り決算書の別表右下欄に貼付して提出して
下さい。

主 な 内 容
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（公社）館山法人会員証

公益社団法人

安房国総社

館山湾の夕日を望む
大鳥居

安房国司祭（県無形民俗文化財）
出祭の山車

安房国司祭（県無形民俗文化財）
各社神輿の入祭

竜の彫刻（館山市文化財）　

御社殿



総
会
時
に
合
わ
せ
例
年
実
施
し

て
い
た
記
念
講
演
会
は
、
一
般
住

民
も
聴
講
可
能
で
あ
り
、
有
意
義

な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
や
む
な
く
中
止
と
し

ま
し
た
。

　

総
会
に
つ
い
て
は
、
来
賓
の
出

席
を
依
頼
せ
ず
、
会
員
の
方
々
の

大
多
数
が
委
任
状
で
の
対
応
と
な

り
、
ご
く
少
数
で
の
定
時
総
会
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
実
施
し

て
い
ま
し
た
懇
談
会
に
つ
い
て
は

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

公
益
社
団
法
人
館
山
法
人
会
の

第
48
回
定
時
総
会
が
６
月
３
日
、

法
青
会
館
会
議
室
で
開
か
れ
ま

し
た
。
ま
ず
、
本
間
亨
会
長
が
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

で
少
人
数
で
の
総
会
開
催
に
な
り

ま
し
た
が
、
令
和
元
年
度
の
諸
事

業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
台
風

15
号
等
自
然
災
害
や
消
費
税
増
税

が
あ
り
、
更
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
影
響
で
一
部
事
業
の
中

止
が
あ
っ
た
が
、「
法
人
会
の
理

念
」
に
基
づ
き
、
公
益
事
業
の
拡

充
に
配
慮
し
つ
つ
、
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
租
税
教
育
等
を
含

む
税
知
識
の
普
及
・
啓
発
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ま
た
地
域

社
会
へ
の
貢
献
に
努
め
、
事
業
を

幅
広
く
展
開
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

めざします　企業の繁栄と社会への貢献

令
和
２
年
６
月
３
日　

法
青
会
館
会
議
室

令和２年度

第
四
十
八
回
定
時
総
会

―
全
議
案
承
認
可
決
―

総
会
議
案

第
１
号
議
案　

　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案

　

令
和
元
年
度
収
支
決
算
報
告
承
認
の
件
、
監
査
報
告

報
告
事
項

令
和
２
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
件

記
念
講
演
・
懇
談
会
は
中
止

定時総会

本
年
度
も
先
行
き

不
透
明
で
は
あ
り

ま
す
が
、
地
域
経

済
の
停
滞
や
コ
ロ

ナ
騒
動
を
克
服
し
、

公
益
法
人
と
し
て

納
税
道
義
の
向
上
、

納
税
推
進
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
に

努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。」
と
あ

い
さ
つ
。

公
益
社
団
法
人　

館
山
法
人
会　

    

会　

長　
　

本  
間　
　

亨

　

議
事
に
入
り
、
令
和
元
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
を
原
案
通
り

承
認
し
た
後
、
理
事
会
承
認
事
項

で
あ
る
令
和
２
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
案
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

本
来
、
こ
の
後
、
会
員
増
強
協

力
者
へ
の
感
謝
状
、
会
員
増
強
優

秀
者
へ
の
表
彰
状
を
贈
る
た
め
、

表
彰
式
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た

が
、
や
は
り
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
な
ど
か
ら
、
郵
送
及
び
持
参
の

方
法
に
よ
り
感
謝
状
・
表
彰
状
を

贈
り
ま
し
た
。
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感
謝
状
・
表
彰
状
の
贈
呈

会
員
増
強
協
力
、優
秀
者
３
名
に

感
謝
状
・
表
彰
状

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
法
連
会
長
表
彰

県
法
連
会
長
表
彰

一般社団法人千葉県法人会連合会を通じて、神奈川県公益社団法人緑法人会及
び千葉県一般社団法人柏法人会青年部会より災害見舞金をいただき、被害地域

（館山市及び鋸南町）へ、役員が持参しました。 ありがとうございました。

　本年７月に発生した山形県の豪雨災害に関し、公益社団法人村山法人会に義捐

金を贈りました。お見舞い申し上げます。

表    

彰

災 害 見 舞 金

ビ
デ
オ
貸
し
ま
す

チ
ャ
プ
タ
ー
１
：

「
経
営
に
差
が
つ
く
！
知
っ
て
得
す
る『
税
』の
お
話
」17
分
20
秒

チ
ャ
プ
タ
ー
２
：

「
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い『
決
算
』対
策
」18
分
10
秒

【
お
問
い
合
わ
せ
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
】

わ
か
り
や
す
く
解
説

※
各
チ
ャ
プ
タ
ー
の
最
後
に「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
に
お
け

る
税
制
上
の
措
置
」を
収
録
し
て
お
り
ま
す
。
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館
山
税
務
署
７
月
人
事
異
動

三
島
署
長
ら
新
幹
部
を
迎
え
て

髙
山
昇
署
長
は
退
任
、
後
任
三
島
敏
彦
署
長
は

　
　
　

預
金
保
険
機
構
特
別
業
務
部
審
理
役
か
ら
着
任

館山税務懇話会
＝納税協力 10団体＝

公益社団法人
館山法人会 本 間　 亨

一般社団法人
館山青色申告会 小 芝　 幸 一

千葉県税理士会
館山支部 葛 西　 博

館 山 間 税 会 本 橋　 亮 一

館山税務署管内
納税貯蓄組合連合会 鈴 木　 亮 二

千葉県酒造組合
安房支部 亀 田　 雄 司

館 山 商 工 会 議 所 石 渡　 和 男

安房郡市
商工会長協議会 島 田　 誠 一

館山小売酒販組合 今 井　 義 明

千葉県卸酒販組合
安房支部 川 名　 光 俊
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離
任
の
あ
い
さ
つ

前館山税務署長

着
任
の
あ
い
さ
つ

館山税務署長
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離
任
の
あ
い
さ
つ

前法1統括官

離
任
の
あ
い
さ
つ

前審理担当調査官

近
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館山署新体制プロフィール ①前任部署　②出身地　③趣味

署　長

①預金保険機構・
　審理役
②埼玉県
③ガーデニング

①渋谷・徴収・連調
　官
②神奈川県
③ドライブ

徴収部門
統括国税徴収官

①課一・統括実査
　官・総括主査
②長野県
③カラオケ

法人課税第１部門
統括国税調査官

①留任
②千葉県
③読書・水泳

管理運営第２部門
統括国税徴収官

①留任
②大阪府
③海外旅行

資産課税部門
統括国税調査官

①課一・統括実査官・　
　 総括主査
②鹿児島県
③自転車

総務課長

①留任
②栃木県
③ドライブ・　　
　釣り

個人課税部門
統括国税調査官

①留任
②福島県
③読書・ドライブ

法人課税第２部門
統括国税調査官

①横浜中・管運・統
　括官
②熊本県
③読書

管理運営第１部門
統括国税徴収官

①麹町・法人・調
　査官
②岡山県
③読書

法人課税第１部門
（審理担当）

①留任
②群馬県
③読書・スポーツ
　観戦

総務係長

優良申告法人表敬

法人名　房州物流 株式会社
本店所在地　館山市館山95番地

代表者名　　代表取締役　本間　亨

事業内容　　建材販売・内航輸送・貨物自動車運送

資　本　金 　8,400万円　

従　業　員　 117名
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会
報
編
集
会
議〇

理
事
会
等

第 1回広報委員会　7月 29日

月

広
報
委
員
会

厚
生
委
員
会

青
年
部
会

女
性
部
会

税
制
委
員
会

源
泉
研
究
部
会

医
療
部
会

くわしい内容と受付は11月に会員全員に封書で通知します。

健診コース・検査項目
◎Aコース（基本コース）全46項目
◎ Sコース（若年者コース）全43項目
◎ 総合コース（ドック健診）全56項目

一日人間ドック型式で

会員は特別料金
（割引き）で実施して

います。

年に一度は生活習慣病チェック
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◆
新
陳
代
謝
を
促
し
、
便
秘
の
解
消
に
も

大
き
な
役
割
を

◆
朝
だ
け
で
な
く
、
寝
る
前
に
コ
ッ
プ
一

杯
の
水
を
激
奨
す
る
説
も

朝
、
起
き
抜
け
に
飲
む

コ
ッ
プ
一
杯
の
水
の
様
々
な
効
能

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

大　

谷　

克　

弥
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千倉小学校　入選作品

鋸南小学校　入選作品

5

千倉小学校 6年
　大野心美

千倉小学校 6年　行縄愛良

鋸南小学校 6年
柴田幸和

鋸南小学校 6年　戸田菜乃華

鋸南小学校 6年　富永芹菜

千倉小学校 6年
石井美羽

千倉小学校 6年
井高裕太

千倉小学校 6年
上本和妙

千倉小学校 6年　森本　愛

鋸南小学校 6年　石嵜潮音

鋸南小学校 6年　伊藤凪沙

鋸南小学校 6年　猪　祥永

鋸南小学校 6年
新藤麻帆

鋸南小学校 6年
小藤田二香

鋸南小学校 6年
藤田曖羅

千倉小学校 6年　早川心瑚

入　選（鋸南小学校）入　選（千倉小学校）

千倉小学校 6年　渡邉友悠

千倉小学校 6年
臼井彩夏

千倉小学校 6年　佐復彩夏

五十音順
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当
社
は
平
安
期
の
初
期（
今
よ
り
凡
そ
千
年
程
前
）安
房
国
の
総
社
と
し
て
、国
府
の
地（
現
在
の
南
房
総
市
府
中
）

に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
南
房
総
市
府
中
に
元
八
幡
神
社
（
南
房
総
市
指
定
史
跡
）
と
称
す
る
神
社
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
こ
が
当
社
発
祥
の
地
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
社
の
祭
式
中
に
六
所
祭
と
い
う
祭
式
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
当
時
、
総
社
を
六
所
明
神
と
も
称
し
た
こ
と

か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
当
社
が
昔
の
総
社
の
後
身
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

源
頼
朝
公
が
鎌
倉
に
幕
府
を
開
き
（
一
一
八
五
年
）、
諸
国
に
守
護
地
頭
を
置
く
に
及
ん
で
、
国
司
の
権
勢
が
、

次
第
に
衰
え
、
総
社
の
崇
敬
も
衰
微
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
源
氏
は
八
幡
大
神
を
氏
神
と
し
て
崇
敬

し
ま
し
た
の
で
、
祭
神
の
中
の
八
幡
大
神
が
特
に
崇
敬
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
遂
に
は
総
社
が
改
変
さ
れ
て
八
幡

宮
と
な
り
、
鎮
座
地
も
現
在
の
処
に
移
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

移
さ
れ
た
時
代
に
つ
い
て
は
、明
確
な
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、凡
そ
は
鎌
倉
時
代
の
頃
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
源
頼
朝
公
は
安
房
国
よ
り
再
起
す
る
折
、
当
社
に
詣
で
武
運
長
久
を
祈
念
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
又
神
社
の
旧
記
に
建
保
年
間
（
一
二
一
三
年
）、
鎌
倉
将
軍
源
実
朝
公
が
社
殿
を
造
営
奉
納
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
里
見
氏
の
時
代
に
至
り
、
鎌
倉
管
領
古
河
公
方
及
び
里
見
氏
累
代
の
厚
い
崇
敬
を
う
け
、
里
見
氏
よ
り

一
七
一
石
五
斗
の
社
領
が
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。
又
永
正
五
年
（
一
五
〇
九
年
）
に
里
見
家
第
三
代
領
主
義
通
公
が
社

殿
を
再
建
し
た
の
を
初
め
、
義
豊
、
義
尭
、
義
弘
、
義
頼
、
義
康
公
等
が
代
々
社
殿
を
修
理
奉
納
し
て
い
ま
す
。

徳
川
幕
府
も
里
見
氏
の
あ
と
を
う
け
、
同
じ
く
一
七
一
石
五
斗
の
社
領
を
寄
進
し
ま
し
た
。
明
治
六
年
に
郷
社
に
列

せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
年
）
の
震
災
で
本
殿
は
倒
壊
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
拝
殿
・
幣
殿
は

倒
潰
し
、
昭
和
七
年
以
前
と
同
じ
規
模
で
復
元
さ
れ
、
昭
和
一
五
年
に
は
県
社
に
列
せ
ら
れ
、
昭
和
五
十
一
年
九
月
、

創
立
壱
千
年
式
年
大
祭
の
記
念
事
業
と
し
て
、本
殿
を
改
修
、名
称
も
鶴
谷
八
幡
宮
と
改
め
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

当
社
の
例
大
祭
は
、
昔
の
国
司
祭
を
継
承
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
年
一
度
の
例
大
祭
に
は
多
く
の

人
が
参
拝
し
、
昔
府
中
で
は
市
も
開
か
れ
大
賑
わ
い
だ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
総
社
が
改
変
さ
れ
八
幡
宮
と

な
り
、
現
在
の
地
に
遷
座
さ
れ
て
か
ら
、
こ
の
国
司
祭
は
当
社
が
変
わ
っ
て
継
承
し
、
九
月
の
敬
老
の
日
の
前
の
土
、

日
曜
日
に
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
祭
り
は
「
安
房
や
わ
た
ん
ま
ち
」
と
し
て
千
葉
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
表
紙
】
安
房
国
総
社　

鶴
谷
八
幡
宮
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女性部会が主導。青年部会が行った租税教室のあと絵はがき作成依頼。
　今年は千倉小学校、鋸南小学校で実施（6年生対象）。

鋸南小学校６年　青木　悠斗

◆
御
祭
神　

品
陀
和
気
命
（
応
神
天
皇
）　

　
　

帯
中
津
彦
命
（
仲
哀
天
皇
）　

息
長
帯
姫
命
（
神
功
皇
后
）

千
倉
小
学
校
６
年　

吉
田
淳
之
助

千倉小学校６年　青木野乃心

鋸
南
小
学
校
６
年　

松
浮　

瑠
璃

館
山
法
人
会
長
賞

館山法人会青年部会長賞

館山法人会女性部会長賞

館
山
税
務
署
長
賞

5

昨
年
の
台
風
被
害
で
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
復
旧
復
興
に
向
け
て
各
種
対
策
を
講
じ
て
い

た
矢
先
、
今
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
猛
威
に
よ
り
、
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
は
じ

め
、
日
常
生
活
様
式
が
一
変
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
乗
り
越
え
、
明
る
い

話
題
が
欲
し
い
と
思
う
の
で
す
が
、
な
か
な
か
明
る
い
話
題
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
管
内
の
三
市
一
町
が
一
体
と
な
り
、
安
房
地
域
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
、

皆
さ
ん
が
明
る
く
前
を
向
い
て
い
る
姿
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

「
明
け
な
い
夜
は
な
い
」The night is long that never fi nds the day

（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
「
マ
ク
ベ
ス
」
よ
り
）

編 集 後 記

（
鎮
座
地
）千
葉
県
館
山
市
八
幡
六
八
番
地
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